
東北農業研究 (Tohoku Agric Res.)27.175-176(1980)

夏秋 ピーマンの育苗日数と移植鉢の大きさについて
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最近,岩手県下では夏秋 ピーマンの栽培が急速に増加し

ている。県 下の夏秋ピーマンの主産地における各農家の育

苗法の実態をみると,一般に,用上の関係から小 さいボッ

トを使用しているうえに,育苗日数が長く,こ のことが収

量に影響している。

そこで,夏秋ピーマンの適切な育苗法を確立するために,

昭和52,53年の 2か年にわたり,育苗日数と移植鉢の大き

さが収量に及ぼす影響について検討した。その結果を報告

する。

2試 験 方 法

(1)昭和52年の試験 ① 供試品種 :u長岡交配ニューエー

ス"を使用した。② 育苗日数と移植鉢の大 きさ :表 1に

示す。75～ 15“ 鉢による70日 ,9～ 15"鉢による90日育

苗とした。

表 : 試験条件 (昭和 52年 )

●)昭和53年の試験 ① 供試品種 :"長岡交配エース"を

使用した。② 移植鉢および仮植後の移植鉢の大きさ
:表 2

に示す。育苗日数は75日 とした。

供試面積 (本畑 )は 1区 ,405ノの 2区制とした。

床土は原± 1″ 当たリ アヅミン入UF複合肥料 7″ ,く

ん炭25%混合,移植にはポリ鉢を使用した。

Almの栽植距離はうね幅90“ ,株間45“ とし,黒色ポリ

フィルムでマルチングした。整枝は放任とした。

施肥量 (ん″3):基肥,た い肥 ;300,炭カル12,N-15,

P206-23,純 0-192,追肥 ;N-192,P205-48,

ル0-192。
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3 試験結果および考察

育苗中の生育は,いずれの育苗日数とも鉢が大きいほど

生育が勝 り,同 じ大 きさの鉢の間では育苗日数の短い75日

育苗が勝った。また,苗の葉色は育苗日数の長いものほど,

また,鉢の4ヽ さいものほど劣る傾向がみられた。平床に20

日間仮植後,移植鉢に移植した区については大きさの同じ

鉢の間では,生育に差がなかったが,葉色は濃緑であった。

表3 生 育 (昭和52年 )

昭和 52年の試験では,総収量 (8当たりの良果数 )は ,15

昴鉢 75日 育苗が12“鉢75日 育苗対比で1127%と最も多く,

次いで,15昴 鉢 90日育苗+12"鉢 90日育苗>9“鉢 90日育

苗>9“鉢75日 育苗>75“鉢 75日 育苗の順となった。

時期別の収量については,7月 末日までの時点では,15

“
鉢75日 育苗が,12"鉢 75日 育苗に比べて,561%多 かっ

たが,そ の他の区は少なかった。 8月 以降の収量について

は,12昴鉢75日育苗に比べて,15昴鉢 75日 育古は135%多

く,15“鉢 90日育宙は同程度,他 の区は54～ 17%の 減収

表2 試験条件 (昭和53年 )
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となった。

昭和53年の試験では,尻 ぐされ病およびタバコガの被害

表4 8当 たり収量 (IIa和 52年 )

による障害果の発生が多かったが,収量 (3当 たりの良果

数 )については,12"鉢育苗に比べて,15昴鉢育苗は62%

多く, 9"鉢育苗は135%減収となり,ま た,仮植後 9“

および12昴鉢育苗は,6%,89%そ れぞれ減収となった。

時期別の収量では,12昴鉢育苗に比べ 7月 末日の時点で

15“鉢育苗が 10%多 く,9"鉢育苗は406%も 少なく,他区
も13～18%の減収であった。

表 5 8当たり収量(昭和53年 )

良果  良果  良果  良果  良果  良果  良果
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L-75日 育苗  [   L90日 育苗」

図 : 時期別の良果収量 (10株当た り,昭 52)

夏秋 ピーマンの鉢育苗の場合,育苗日数は75日 で苗質 ,

初期および総収量とも勝 った。鉢の大きさでは,苗質 ,初

期および総収量とも15“鉢育苗が最も勝 り,ついで12翻鉢

で,9昴,75昴鉢育苗は劣った。 また, 平床に20日間仮
植した後鉢上げした区は,栄養的な面から移植回数の多い

影響が現われ,苗質 ,収量 とも劣る傾向がみられた。

以上, ピーマンの育苗日数は75日 が適当で,鉢の大きさ

は15昴又は12昴が適当である。 しかし, 鉢当たりの床土

量は15昴鉢 (1.500CG)の場合には12"鉢 (730CC・ )の約 2

倍量を必要とするので,こ の点を考慮すると,12“鉢のは

うが実用性が高い。
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